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４．２．１ ＧＰＳ連続観測  

 

(1) 調査研究の目的と概要  

 

(a)課題名 GPS 連続観測 

 

(b) 担当者 

所属機関 役職 氏名 メールアドレス 

国土地理院 地理地殻活動研

究センター地殻

変動研究室長 

今給黎哲郎 imq@gsi.go.jp 

 

 (c) 調査研究の目的 

平成１５年(2003 年)十勝沖地震に伴う地殻変動およびその余効変動を GPS 連続観測に

よって測定し、本震震源域および余効滑りの領域におけるプレート間滑りの状況を時空間

的に解明する。 

 

(2)調査研究の成果  

 

(a) 調査研究の要約 

GEONET 観測点の余効変動観測結果の解析を行った。GEONET 観測点の分布が不足してい

る日高山脈地域に１点の GPS 連続観測点を設置し、余効変動の観測を強化した。この観測

点のデータを用いた余効変動の解析は、３月中旬の観測開始以降数ヶ月分のデータが蓄積

された時点で行う予定である。 

 

(b) 調査研究の成果 

GEONET による観測結果について、カルマンフィルターを用いた時間発展のインバージョ

ンを行い、余効滑りの空間的分布・時間的変化を推定した。その結果、1)本震の滑り領域

および余効滑り領域は、地震調査委員会が長期評価を行った際に示した「十勝沖」の想定

震源域の東端まで達したと見られる、2)本震の滑りが大きかった領域では、余効滑りが小

さい、3)余効滑りのモーメントは、本震後半年間で Mw7.7 相当にも達した、等の特徴が確

認された（図１）。（小沢ほか､2004） 

 

 

(c) 結論ならびに今後の課題 

GPS 連続観測により、十勝沖地震の余効変動について、時間的変化、空間的広がりなど

について一定の特徴を明らかにすることができた。陸域のみの観測結果からでは空間的分

解能に限界があるため、今後、海の地殻変動のデータをどのようにしてモデル作成に取り

入れるかを検討する必要がある。 
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2003 年十勝沖地震研究成
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図１ 地震時・地震後のプレート間滑りの推定結果。矢印は陸側プレートの海側プレート

に対する動きを示す。(a) 地震時の滑り。(b) 地震後２００３年９月２６～１０月２日。

(c) ２００３年 10 月２日～１１月１０日。(d) ２００３年１１月１０日～２００４年３月

６日。 
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図の説明 

 

図１ 地震時・地震後のプレート間滑りの推定結果。矢印は陸側プレートの海側プレート

に対する動きを示す。(a) 地震時の滑り。(b) 地震後２００３年９月２６～１０月２日。

(c) ２００３年 10 月２日～１１月１０日。(d) ２００３年１１月１０日～２００４年３月

６日。 


